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 5月 31日中央本部は「2021年度夏季手当に関する申し入れ」第 1回目の交

渉に臨み、要求の趣旨について力強く訴えました。 

「基準内賃金の 2.8ヶ月分」を支払う経営体力は十二分にある 

・2020年度決算は会社発足以降初めて赤字決算となったが、設備投資は積極的

に進めてきた。資金調達で負債が増額している一方で設備投資により固定資

産は増加させている。今年度はさらに増額を予定する中で通期業績は黒字を

予想している。2.8ヶ月支払う経営体力は十二分である。 

・これまで業績が好調な時は「安定的な支給」と主張して 

いたが、昨年は業績に連動させ減額した。黒字決算であっ 

たにも関わらず。社員にとって期末手当は生活給である。 

ローンの見直し、将来設計も考え直さなくてはならない。 

・人件費の削減のみに依存する黒字決算は認められない。 

社員に賃金という投資をしなければ勤労意欲は低下し、優  

秀な人材流出の危険性がある。 
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